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星空ガイド ５月１６日～６月１５日

※惑星は２０１９年６月１日の位置です。

よいの星空
５月１６日２２時頃

６月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
５月１６日 ４時頃

６月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

５ １６ 木 ４：５４ １８：５４ １６：０２ ３：２０ １１.２

２１ 火 ４：５１ １８：５８ ２１：１９ ６：３６ １６.２

２６ 日 ４：４８ １９：０１ ０：２０１１：０４ ２１.２

６ １ 土 ４：４６ １９：０５ ３：２４１６：４５ ２７.２

６ 木 ４：４４ １９：０８ ７：１４２１：５４ ２.７

１１ 火 ４：４４ １９：１０ １２：４７ ０：４８ ７.７

１５ 土 ４：４４ １９：１２ １７：０５ ３：０７ １１.７

星空ガイド
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木星を見よう

６/１１に木星が衝の位置に来ます。衝とは地球から見て、ちょうど太陽と反対側の

位置に来ることを言います。そのため、太陽が沈むとともに東の空に昇ってきて、一

晩中見ることができます。

この時期、木星はマイナス２.６等級という明るさで輝いています。これは、１等星の

さらに３０倍近い明るさという計算になりますので、他の星に比べてもひときわ目立っ

ています。５月２０日の晩から２１日明け方にかけては、満月を過ぎたばかりの丸い月

と木星が並んで輝きますので、さらに印象的に見えることでしょう。これから秋の初め

ごろまでは、木星の観望好期となります。

準惑星ケレスの衝

ケレスは小惑星として初めて発見され

た天体で、直径１０００km弱と小惑星の中

でも際立って大きく、惑星の水星と比べて

も１/５ほどの大きさがあります。そのため

現在では冥王星と同じく、準惑星に分類さ

れています。

このケレスが５月２９日に衝となり、その

２日前の２７日には地球との距離が一番

近くなります。そのため、明るさは７等級ほ

どまで明るくなります。残念ながら肉眼で

は見ることはできませんが、双眼鏡を使え

ば簡単に見ることができるので、星図と見

比べながら探してみて下さい。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

５ １９ 日 ○満月（６時）

２０ 月 月と木星がならぶ

２１ 火 小満(太陽黄経６０°)/オリオン座

U（４.８～１３.０等）の極大/水星が

外合/明け方に月と土星が接近

２６ 日 月が最遠(４０４,１３８km)

２７ 月 下弦（２時）/準惑星ケレスの最

接近（７.０等）

２９ 水 準惑星ケレスの衝

月 日 曜 主な天文現象など

６ ３ 月 ●新月（１９時）

６ 木 芒種(太陽黄経７５°)

８ 土 月が最近(３６８,５０４km)

１０ 月 上弦（１５時）

１１ 火 入梅(太陽黄経８０°)/木星が衝

１２ 水 海王星が西矩

５月２７日 ２１時の星空

江越 航（科学館学芸員）
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「みんな」で歴史史料からオーロラを探す

京都市立芸術大学 玉澤 春史

１．日々の記録と自然科学

この文章を読んでいる方の中には、twitterやfacebook、InstagramなどのSNSアカ

ウントを持っている人も少なくないでしょう。自分で持ってなくても、好きな歌手、ある

いは科学館のアカウントをチェックしている人もいるかもしれません。そこには、日常の

ふとした瞬間の投稿もあるかもしれません。例えば、ふと見上げた空に見慣れない雲

があったら、思わず写真に撮って、「珍しい雲」というコメントと一緒にSNSに挙げたとし

ます。すると、「これは何かの予兆かもしれない」といったコメントがつくかと思えば、面

識のない専門家から「これはよくある現象です」という解説が加わったりするかもしれ

ません。こういったことはよく見かけられます。

ちょっとした日常の変化をとりとめもなく書き留めておくのは今も昔も変わりません。

その記録の中には、書き留めた本人が思いもつかなかったであろう使われ方をするも

のもあるかもしれません。例えば、はるか昔の人の日記が、いつか起こるかもしれない

一斉停電や人工衛星の故障の原因となる、太陽表面の巨大な爆発を知るための研

究材料になるとか。

２．歴史史料と天文学

天文学といって思い描くイメージと、筆者が行っている研究とはだいぶかけ離れて

いると思います。天文学者といわれる人のなかには一切望遠鏡を見ない人も多いこ

とは、月刊うちゅうの読者には、もしかするとご存じのことかもしれません。とはいえ、そ

れでも望遠鏡や人工衛星が取得したデータをにらみ、あるいはコンピュータに計算さ

せ、はたまた観測装置を開発する、というのは天文学の研究スタイルとしてはおなじ

みです。

一方、筆者が今メインで行っている研究は、昔の人々が書いた様々なものーここで

は単に「歴史史料」としますーを利用して太陽の研究に役立てる、ということをしてお

り、自分のノートパソコンには様々な歴史史料の写真や現代語訳が入っています。な

ぜこのようなことをするのでしょうか。

歴史史料（いわゆる“古文書”）を観測データとして自然科学に利用するのは珍し

いことではありません。特に日本のように自然災害が多く記録が残っている国では、

地震や風水害の詳細な記録はいつどこでどのように発生するか、つまり発生の頻度

や規模、条件の貴重な情報となります。天文学でも、例えばハリー彗星が約７６年周

期で戻ってくるということは、７６年ごとに誰かが記録しており、それを利用しているとい

うことです。望遠鏡ができてから高々４００年、宇宙や地球の歴史からすればごくごく
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最近です。ハリー彗星のような１００年に一回程度の頻度で起きる現象ならまだしも、

１０００年に一回、１万年に一回の現象を調べるには、歴史史料でも何でも使って研

究する、というのは自然な発想です。

ところで、彗星や地震は、体験したことがそのまま書いてあるわけですが、これが太

陽活動となると話が少々変わってきます。太陽活動は直接は目に見えないことが多

いからです。しかし、別の形で現象が記録されている可能性はあります。

太陽表面の黒点付近で起こる爆発現象（太陽フレア）に伴い巨大なプラズマが噴

出（コロナ質量放出、頭文字をとって通称CME）することがありますが、これが地球方

向に飛ぶと、地球磁気を乱すことがあります。磁場を乱すと電磁誘導によって大電

流が発生します。太陽活動が地球規模の磁気嵐が起こすことがあるのです。

また、太陽フレアやCMEによって加速された高エネルギー粒子も地球に飛んでくる

ことがあります。オーロラが発生するほか、発生した電流や高エネルギー粒子が送電

網や人工衛星に悪影響を与えることが過去にありました。

当然、太陽フレアやCMEは昔も起こっていたのですが、精密な電子機器が生活を

支えている現代文明にとっては非常に危険なものになりえます。現代特有の災害を

引きおこしかねない太陽からの脅威をいかに予想するかが、太陽物理学の重要な

研究課題の一つになっています。太陽物理学は天文学・地球惑星科学の一部であ

りながら、気象学が災害対策にも役立つ天気予報に活かされているのと同じように、

「宇宙天気予報研究」という現実的な側面も持ち合わせるようになりました。

ガリレオ・ガリレイが望遠鏡で黒点をスケッチし始めて以来、４００年以上にわたっ

て人間は望遠鏡を使って太陽を観測してきました。しかし、災害は規模が大きくなれ

ばなるほど頻度は下がります。例えば理論的に１０００年に一度起きるかどうかという

ような大規模な太陽フレアが、実際にはどの程度の頻度で起こりうるか、という情報を

得るには高々４００年の観測では不十分です。

太陽フレア自体は目には見えませんが、（直接見てはいけませんが）人間の肉眼

で確認できるくらい巨大な太陽黒点が現れたというような記録や、普段観測されない

ような場所でオーロラが見えたというような記録がもし残っていたら、それは大規模な

太陽フレアが発生した間接的な証拠かもしれません。

古文書や日記のような歴史史料を調べることで宇宙天気予報の精度を上げられ

るかもしれない、つまり、歴史史料研究が最先端の太陽物理学の研究テーマにつな

がるのではないか、と期待されます。

筆者らが京都大学を中心に２０１４年から始めた、歴史史料を太陽の観測データ

として利用する太陽物理・宇宙天気研究は様々な分野の研究者の協力が必須で

す。

古文書に書かれた事象がオーロラであることをより確実に示すためには、離れた地

点での独立した目撃情報があると強力です。このためには様々な地域の歴史の専門
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家の協力が必要です。

また、１０００年に一度という低頻度の現象を扱うには、あらゆる時代の専門家の

協力が必要です。

歴史史料を解読するためには、単純に古文書を読むだけではなく、その時代背景

を知る必要がありますし、その言葉がどんな自然現象を指しているかを理解するに

は、歴史学と自然科学の研究者が一緒になって史料を読解する必要があるからで

す。

さらに、歴史史料とは独立に自然科学的なデータがあれば有用です。例えば太陽

フレアによる高エネルギー粒子が地球大気と反応して１４Ｃなどの放射性同位元素が

短期間に作られるので、それらを含んでいる樹木の年輪や極域の氷床コアのデータ

と照合すれば、太陽フレアが発生した時期を特定できる可能性があります。そのため

年輪年代法や極地研究の専門家とも議論しています。

図１．高力猿猴庵の描いた「猿猴庵随観図絵」より１７７０年のオーロラ。当時の人々の混乱
ぶりも見て取れて面白い。（国立国会図書館デジタルアーカイブより）
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３．日本で見えたオーロラ

ここでは筆者らの研究成果の中から、日本でみられたオーロラのうち特徴的なもの

を二つ紹介することにします。巻末にはそのほかの地域でみられたオーロラに関して

の研究を日本語で解説した記事も参考としてあげておりますので、興味のある方は検

索してみてください。

１８５９年に観測された太陽フレアは、近代観測史上、最初かつ最大のもので、観

測者の名前をとって「キャリントン・イベント」と呼ばれています。黒点スケッチの最中に

増光したことを報告したことがきっかけですが、このとき世界中でオーロラが観測され

ています。日本でも和歌山でオーロラが目撃されていたことは知られておりましたが、

我々の調査により、青森県の弘前や秋田県の平鹿でも史料が見つかっています。知

られているオーロラ目撃の規模からすればもう少し日本にも史料が残っていそうです

が、時間と天気の関係で全国的にはなっていなかったようです。

このキャリントン・イベントをしのぐかもしれないイベントの記録は１７７０年に起こって

います。このときは日本全国で目撃情報があり、近場だと大阪市史史料にも収録さ

れている「あ

すならふ」に

「七月廿八

日、赤気 見

北 方」と あ

るそうです。

赤い北の夜

空は強烈な

印象を与え

たらしく、文

字記録だけ

でなく図絵と

しても残って

い ま す。有

名 な の は

「猿猴庵随

観 図 絵」や

「星解」の巻

末の絵です

（図１）。白

黒の図とい

うのも実は

図２．「枚方市津田村年寄日記」に記された明和７（１７７０）年の
オーロラの図示。（参考文献３：木谷２０１６より）
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残っており、「枚方市津田村年寄日記」には１７７０年のオーロラについて図入りで示

されています（図２）。

知る人ぞ知るイベントではありましたが、このイベントを総合的に検討できたのは、

宇宙天気の重要性が研究者の間でも浸透し、様々な分野の研究者による学際的な

研究協力の重要性が理解されたからだと思っております。

４．みんなで探す「古典オーロラハンター」

こういった歴史史料の中に書かれた天文現象というのはまだまだあると思います

が、日本にはまだまだ読まれていない歴史史料がたくさんあります。その中から、例え

ば大規模な低緯度オーロラのように１００年に一度あるかないかの現象を探すには、

研究者だけでは到底不可能です。

ここで最近注目されているのが、研究のあらゆるプロセスを公開し、新たな参加者

を募るという「オープンサイエンス」の動きです。その中でも、「シチズンサイエンス」と

よばれる、研究者ではない人（シチズン＝一般市民）に研究に参加してもらう事例を

紹介します。

２０１６年から東京都立川市にある国文学研究資料館にて開催しているワークショ

ップ「古典オーロラハンター」では、研究のアウトリーチという側面のほかに、そういった

まだ誰も読んだことのない歴史史料を一般の人々と読むことで研究へ役立てることが

できるのか、その時の問題点はどこか、といった新たな研究手法のやり方を実験す

る、という側面もありました。２０１８年には地震や気象のグループとも連携して京都大

学附属図書館でも実施しました。

ワークショップは３部構成となっています。

最初の１時間は導入として、理系・文系双方からの研究紹介で、なぜ歴史史料を

自然科学者が必要とするのか、なぜ歴史学者が自然科学の知見を必要とするの

か、といいた研究現場からの声を実際に聞いてもらいます。

続いて第２部として、実際に様々な歴史史料から天変地異に関する単語を探すと

いうワークショップを参加者と一緒に行います。仮名交じりのものもあれば、漢字のみ

のものもあります。一度、いわゆる「くずし字」のものをプリントアウトして使用したこともあ

りました。参加者が続々と見つけ出す事例を集積し、その場で専門家と検討します。

第３部である最後の３０分は、その中から「これは」と思われるものを歴史学・自然科

学双方からの解説で紹介します。

比較的歴史史料を読むことに慣れている参加者もいるとはいえ、大半の参加者は

普段とは違う文章から見慣れない単語を探すことになります。このため、作業時間は

１時間としていますが、作業後のアンケートには「１時間では物足りない」という声もあ

りました。また、歴史史料が自然科学につながる、ということも新鮮だったようです。
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５．まとめ

膨大な歴史史料が、書いた本人以外に読まれることもなく眠っています。その中に

は自然現象を解明する鍵となる記録があるかもしれませんが、それを研究者だけで

読むのはほぼ不可能です。一方で、高校で古典を教えているとか、文学部出身で昔

読んだことがあるとか、退職し時間ができたので再度学んでみたいとか、歴史史料を

読んでみたいという人はたくさんいます。そのような人々と専門家とがタッグを組んで

一つ一つ読んでいくというのは今後ますます活発になっていくと思います。「みんなで

翻刻」（ｈｔｔｐ：//ｈｏｎｋｏｋｕ．ｏｒｇ/）といったオンライン上での作業が可能なものもあり

ます。もっと単純に、蔵にあるご先祖様の日記―そこには重要な自然現象が記され

ているかもしれませんーをご提供いただくだけでも、とてもありがたいです。

ご自分が歴史と最先端科学の接点になるのは、なんだかワクワクしませんか。
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南半球の星はどれくらい見えないか

南半球の星もけっこう見える

地球は宇宙のただ中にあり、世界中を

旅すれば、どの方向の星でも原理的には

見ることができます。それどころか、何もし

なくても地球が自転しているために、かなり

の星を居ながらにして楽しむことができま

す（図１）。

ところが、大阪付近にいるとどーしたって

見えない範囲があります。その中にあるの

が南十字のような南天の星たちです。これ

をさして、しばしば「南半球の星は見られな

い」なんて表現がされます。この場合の南

半球はもちろん「天の南半球」でしょう。つまり地球の座標の南緯ではなく天球の座標

である「赤緯」でマイナス、天の赤道より南になる星です。

ただ、図１を見ていただいたらわかるのですが「半球」からイメージされるように半分

が見えないってこたないんですね。実際、夏の星座の代表であるさそり座などは天の

赤道の南にありますし、オリオン座も三つ星より下、リゲルなどの赤緯はマイナスで

す。もっといえば太陽も９月の秋分から正月を経て３月の春分までは南半球にあるん

ですよ。ということで、南半球の星もかなり見られるということがわかります。

下には全天の星図（図２）で、見えない星の範囲をしめしてみました。意外と狭いと

図１．居ながらにかなりの星が見える

図２．全天の星図で見えない星の範囲を示す。天の南極あたりは拡大される

天文の話題
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思いませんか？ しかも、この図は北極や南極付近は天球もすぼまるというのを無視

しています。なので、さらに範囲は狭く、天の面積のうち大阪で見えないのはたったの

１０％未満にすぎないのです。

ちなみに北緯３５度の大阪や京都からでは、赤緯で－５５度以南になります。見え

ない範囲は「９０度マイナスその土地の緯度」ですので、好きな土地からどうなるの

か、地図などで緯度をしらべて計算してみてください。

では、見えない星はどれなのか？

では、大阪で見えないの

はどんな星なのでしょうか。

見えない範囲だけを切り出

したのが図３です。さきほど

書いたように全天の１０％

未満なんですが、なんでそ

こかなーという天体がいくつ

か入っています。

その代表が①の南十字

星ですね。またそのすぐ横

にある②ケンタウルス座の

α星とβ星も見られませ

ん。ここはなんと４つもの１

等星が集中する賑やかな

場所なのですが見えない

のです。このうちα星は太

陽系から最も近い別の恒

星系として有名ですね。ま

た天の川銀河の伴銀河のナンバー１と２である③大マゼラン銀河④小マゼラン銀河

も見えません。大マゼラン銀河では１９８７年に肉眼で見えるものとしては４００年ぶり

という超新星が現れたのですが日本では全く観測できなかったのです。小マゼラン銀

河のそばには４７Tucという巨大な球状星団があるのですが、これも見ることができな

いのです。

またエリダヌス座の１等星⑤アケルナルも見えません。太陽の１０倍ほどもある大き

な青い星で高速で回転していることが知られている恒星です。２１個の１等星のうち

実に５個が見えない１０％に入っているのです。まこと憧れの南天といえましょう。

渡部 義弥（科学館学芸員）

図３．大阪から全く見えない南天の星たち

Ｃ．ＩＳＨＩＺＡＫＡ
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雲をつくる実験
窮理の部屋１６４

１．出前授業

昨年度は９月から工事のため展示場に入れなくなりました。そこで「わざわざ来てく

れんでも、電話くれたらわし、学校まで行きますわ」ということで、学芸員４人とボラン

ティアのデモンストレーターの方々にも協力していただいて、５０校もの小学校に出か

け、サイエンスショーの授業をやってきました。

４つのテーマがありましたが、私のお気に入りは、水の実験の中の雲を作る実験で

した。水の三態変化といって、水が凍ったり、水蒸気になったりすることを小学校４年

生で習います。そのうちの水と水蒸気の関係の出前実験授業の中のネタでした。

小学校に行って必ず聞く質問は、水蒸気のできる温度は何度でしょう？でした。水

が凍る温度は零度。つまり液体から固体に変わる温度が零度と決まっています。そ

れで、水が液体から気体に変わる温度は、１００度だと答えたくなります。でも洗濯物

は、気温が１００度にならなくても

乾きますね。つまり、洗濯物につい

た水は１００度にならなくとも蒸発し

ます。実は、水は何度でも蒸発で

きるのです。

そうだとするとでは、１００度とい

うのは何の温度でしょう？水が水

蒸気になる温度？いえいえ、それ

は前に書いた通り決まっていませ

ん。沸騰する温度？ではその沸騰

ってどういう現象？水が水蒸気に

変わる現象？？って考えると、何

か禅問答をやっているような変な

ことになります。

２．部屋の中の水蒸気

水蒸気と湯気は別物なのですが、日常ではその違いを気にすることはほとんどあり

ません。聞いてみると小学校４年生もほとんど区別がありませんでした。ただ、１校だ

け３月に授業に行った小学校では、習った直後だったので正答率１００％でした。水

蒸気が冷えて、小さな水滴になったのが湯気です。ヒトの呼気には水蒸気が含まれ

ています。寒い冬にハーッと息を吐くと白いモヤモヤができますが、あれは息の中に

図１ セットアップ

窮理の部屋
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含まれていた水蒸気が冷えて、小さな水滴ができたからです。だから、あれは冷たい

けれど湯気の仲間です。空に浮かぶ雲も湯気の仲間と言っていいでしょう。

水蒸気は何度でもでき、そして空気中に存在します。サハラ砂漠のような乾燥した

ところでも空気の中に少しは混ざっているのです。そして存在するのだから、空気を冷

やせば、必ず白いモヤモヤ、つまり水滴ができるのです。そこで、こどもたちに、この教

室の中の空気には水蒸気が必ず含まれている。水蒸気を含んだ空気を冷やせば、

必ず水滴ができる。見たい？と聞くわけです。

３．断熱膨張

教室の中の空気を冷やすのはそんなに難しくはありません。空気は膨張させると冷

える性質があります。空気を膨張させればいいのです。これはエアコンや冷蔵庫で冷

やすのと同じ原理です。温めると空気が膨らむのは有名ですが、外から熱を与えず

膨張させれば冷えるのです。空気は熱の不良導体ですから、熱が出入りができない

ほど急激に膨張させれば、空気の温度が下がるのです。

やり方としては、ペ

ットボトルの中に手押

しポンプを使って、空

気を押し込みます。こ

の作業はこどもたちに

手伝ってもらいます。

ボトルは圧縮された空

気でパンパンになって

いて、実は少し温度が

上がっています。で

も、ポンプで空気をペ

ットボトルに入れるのに

時間が掛かるため、や

がて教室の温度とほとんど変わらなくなります。

１、２の３でペットボトルの口の栓を抜くと、ボトルの中に白い雲ができます。これが

空気中に水蒸気が存在する証拠です。実は、少々仕掛けがあって、ボトルの中にア

ルコールの蒸気をほんの少し入れるのです。するとそれが凝縮核になり、きれいに雲

ができます。これは、ジェット機が高空を飛んだ時、排出ガスが核になり飛行機雲が

できるのと同じ原理です。いわば教室の中で飛行機雲を作っているようなものなの

で、この実験は私のお気に入りなのでした。

大倉 宏（科学館学芸員）

図２ ペットボトルの中の雲

Ｈ．ＯＨＫＵＲＡ
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バランス大実験

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

「やじろべえ」って知

っていますか？ゆらゆ

らゆれてたおれそうな

のに、たおれません。

でも作り方をまちがえ

ると、ゆらゆらゆれず

に、たおれてしまいま

す。たおれない「やじ

ろべえ」とたおれてしま

う「やじろべえ」は、どこ

がどうちがうのでしょう

か？

今月のジュニア科学クラブでは、ほかにも「おきあがりこぼし」などを

使って、バランスの実験をします。

はせがわ よしみ（科学館学芸員）

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 5ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 55

■５月のクラブ■

５月１９日（日） ９：４５ ～ １１：４０ころ
◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

９：３０～９：４５の間に来てください
◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」５月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：３５ サイエンスショー（全員）

１０：４０～１１：４０ 実験教室 （会員番号１～７７）
１０：４０～１１：４０ てんじ場たんけん（会員番号７８～１５３）

・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。
・展示場の見学は自由解散です。

前半のプログラム
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トライサイエンス ひみつの指令を送ろう！
～コンピューターのせかい～

５・６月の実験教室

どんな実験？

いくつかの図形から好きなもの

を選んで、記号（データ）にして「ひ

みつの指令」を作ります。そしてそ

の指令データが書かれた紙を壁の

穴に入れます。

今度は壁から指令データが出て

くるので受け取り、図形に戻す作業

をします。どの図形かわかるでしょうか。自分の作った指令データは相

手に伝わるでしょうか。

もちもの：はさみ、えんぴつ（２，３本）、消しゴム

ためしてみよう

コンピューターはどのように指令（情報）

を送っているのでしょうか。

たくさんの指令を記録して送るためには

どのような工夫が必要か試してみましょう。

５月と６月のジュニア科学クラブの日に、

この実験にチャレンジします。お楽しみに！

他にも実験がいっぱいあるので、トライしてみてね！

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｔｅａｃｈｅｒｓｔｒｙｓｃｉｅｎｃｅ.ｏｒｇ／ｊａ／ｋｉｄｓ‐

ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ?ｆｉｅｌｄ_ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔ_ｃａｔｅｇｏｒｙ_ｔｉｄ=１８

こう けん

日本ＩＢＭ 社会貢献・ボランティアチーム

後半のプログラム

１５



カナダ、アメリカ博物館視察研修

２０１９年１月１４日～２４日まで、全国科学博物館協議会による研修に参加し、カナダ

（トロント、オタワ）、アメリカ（ニューヨーク）の博物館や科学館に行ってきました。全部で

１０館の博物館、科学館を訪問しましたが、今回は、カナダの首都であり、今回の研

修で最も寒く印象に残っているオタワでの滞在について、その一部をご紹介いたします。

１．カナダ自然史博物館

カナダ自然史博物館は、オタワ中心部の

南、落ち着いた街並みの中にあります。１９１２

年に開館したカナダ初の国立博物館で、かつ

て上下院が置かれていた歴史的な建物を改

装して使用しています。岩石、鉱物、化石、哺

乳類、鳥類など、様々な展示がありますが、

「北極ギャラリー」という展示コーナーが新しくつ

くられました。ここでは、北極での生活などにつ

いて、先住民の方の視点も取り入れて紹介されています。入ってすぐのところでは、

大きな氷に北極の紹介映像が映し出されており、氷は触ってもＯＫです。

また、こちらの博物館では、博物館を多くの人に知ってもらうため、恐竜やシロクマ

などの着ぐるみを着て、街に出て行くこと（国会議事堂の前でヨガをしたりも！？）もあ

るそうです。オタワの街でバッタリ出会える…かもしれませんね♪

２．カナダ航空宇宙博物館

オタワの中心部から車で３０分ほどのところに

ある、飛行機の発展とカナダの関係についての

博物館です。たくさんの実物の航空機が通路

のすぐ近く、自分と同じ空間に展示されており、

その迫力に圧倒されました。宇宙のコーナーで

は、「宇宙で生活するとはどういうことか」という

ことをテーマとしており、体験型の展示もありま

した。

ところで、こちらの博物館では、とにかく展示物が巨大なため、展示を動かすことが

とても大変です。では、これらの実物資料（展示）は、どのようにして博物館まで運ば

れてくるのでしょうか？…実は、博物館に小さな滑走路があり、資料そのものが飛ん

でくるそうです！

写真１．カナダ自然史博物館

写真２．カナダ航空宇宙博物館

視察研修報告
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３．寒いからこその体験

今回オタワに滞在していた間、記録的な、現地

でも「危険な寒さ」と言われるような寒さとなりまし

た。北極からの冷たい大気の影響で、異例の寒波

に見舞われていたそうです。１月１９日（土）朝９時

頃の気温は-２３℃、体感温度は-３３℃でした。と

てつもなく寒かったのですが、寒いからこそ、以前

からやってみたかった、ある体験ができました！そ

れが、右の写真です。タオルを濡らして振り回すと

…。２分でカチコチになりました！嬉しくなって、つい

はしゃいでしまったのですが、なんとこの後、カメラ

のスイッチが利かなくなる…というトラブルが。電源

も切れない状態になってしまいました。寒すぎて、

スマートフォンやカメラなど電子機器の不調が続

出！寒いところへ行かれるときは、ご注意ください。ちなみに、カメラは一日部屋に置

いておくと直っていました。

他にも、雪の結晶がとても綺麗に見えたり（写真４）、川が凍ってスケートリンクにな

っていたり（写真５）。スケートで、通勤や通学をする人もいらっしゃるそうです。

４．さいごに…

今回の研修で初めて海外の博物館を訪問し、スケールの大きさに驚きました。ま

た、博物館の取り組み等について博物館関係者の方から直接お話を聞くことができ

たり、とても貴重な経験をすることができました。これから、これらの経験を活かしてい

けるように頑張ります！そして、今回はかなりの駆け足な旅だったので、いつかまた、

ゆっくりとめぐれたらいいな…と思っています。

西岡 里織（科学館学芸員）

写真３．凍ったタオル

写真４．コートについた雪 写真５．リドー運河

Ｓ．ＮＩＳＨＩＯＫＡ
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衝突装置の運用準備

着陸前後の画像公開

はやぶさ２ は２月

２２日に小惑星リュウ

グウに着陸を果たしま

した。その時に、はや

ぶさ２に搭載された小

型カメラで撮影された

映像が公開されまし

た。

これは、コマ撮りさ

れた連続写真を動画

の形に編集して公開

されていますが、着陸

直後に、大小の岩片

が飛び散っている様

子が写っています。大

きな岩では、数十ｃｍに及ぶようなものも飛び散っている様子が写っています。表面

の岩石のサンプル採取に成功していることが強く期待されます。

衝突装置の運用に向けて

はやぶさ２には、「衝突装置」が搭載されています。これは、威力の高い弾丸を発

射して、小惑星の表面に人工的にクレーターを作ることを意図した装置です。初代は

やぶさの研究結果から、小惑星の表面は岩石がわずかに変質していることが分かっ

ていました。人工クレーターを作ることによって、表面の変質した岩石を弾き飛ばすこ

とで、内部の変質していない岩石を調査することが可能になる、という考えです。

当初、衝突装置を発射するのは、２回目の着陸の後、３回目の着陸の前、と計画

していましたが、１回目の着陸で、リュウグウのサンプル採取に成功している可能性が

高いこともあり、衝突装置の発射を先に行い、着陸可能な場所に人工クレーターがで

きれば、そこへ着陸する方針となりました。衝突装置を使って人工クレーターを作る

のは、４月第１週頃と予定され、３月中は、それに向けた事前準備が行われました。

人工クレーターを作る標的となる場所は、Ｓ０１と名付けられた地域です。ここは、

着陸候補地を探していた時に候補地の一つとして名づけられた場所ですが、着陸候

補地を選ぶ際は、１００ｍ四方の平坦さを基準に候補地を選定したため、着陸候補

はやぶさ２の着陸直後の上昇中、高度約８mでの画像
ⒸＪＡＸＡ

はやぶさ２
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地からは外れていました。しかし、実際の着陸は、直径６ｍ程の狭い目標地点に着

陸することができたため、狭くても良いので平坦な地形がある、ということで、Ｓ０１が

選定されました。首尾よく平坦な場所に衝突装置を命中させることができれば、その

人工クレーター付近への着陸を目指すことになります。

衝突装置の運用に向けて、３月６日から８日にかけて、はやぶさ２はリュウグウ上空

２２ｍまで降下し、Ｓ０１エリアの詳細な調査が行われました。つづいて、３月２０日か

ら２２日にかけて、Ｓ０１エリア周辺を含む広い範囲のクレーター調査が行われまし

た。衝突装置によってできた人工クレーターを探すために、人工クレーターができる

前の状況を、しっかり写真に収めました。

衝突装置によってできるクレーターの大きさは、弾丸の当たる場所の状況（大きな

岩に当たるか、小石の敷き詰められた平原に当たるかなど）にも依りますが、直径２m

前後のクレーターができるのではないかと期待されます。新しくできたクレーターを見

つけるのは、基本的に、衝突装置の発射前の写真と発射後の写真との比較による探

索作業になります。

クレーターのでき方を調べることにより、リュウグウ表面で、（他の小惑星との衝突な

どで）天然にできるクレーターの形成メカニズムや、リュウグウ表面で小石などが動き

やすい状況なのかどうか、リュウグウの表面にある岩石の表面の変質がどのくらい進

んでいるか、などの疑問について研究の手掛かりが得られると期待されます。

飯山 青海（科学館学芸員）

衝突装置により人工クレーターを作る目標地点S０１ ⒸＪＡＸＡ

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ
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学芸員の研究発表など

研究発表 「サーモスタットを用いた過冷却水の安定作成法」

長谷川 能三（学芸員）

第４６回 物理教育研究集会（２０１８年１２月１日）

過冷却水は０℃より低い温度でも凍っていない水で、衝撃を与えたり氷の破片を入

れると、急に凍り始める。サイエンスショーでも何度か過冷却水を用いた実験を行ない

人気もあったが、ペットボトル十数本の過冷却水を毎日用意するのは手間のかかるこ

とであった。ところが、サーモスタットを用いることで、通常の冷蔵庫でも簡単に過冷

却水を安定して作成することができるようになったので、その方法について発表した。

口頭発表 「サイエンスショーを経て製作した展示」

小野 昌弘（学芸員）

第９回 全国理工系学芸員展示研究大会(２０１８年１２月７日)

理工系博物館いわゆる科学館における展示には、現象を再現し、それを観察、確

認、体験してもらう体験型展示を製作するという手法が、他の博物館施設との大きな

違いとして表れるところである。この現象を確認する展示を製作するにあたり、科学

館で行われるサイエンスショ―の実験を応用することで、ショーを演じる機会から展

示内容の推敲や製作アプローチ、コストダウンなどを図ることができる。ひいては、展

示の質の向上が図られ、来館者へのサービス向上を図ることができる。その内容に

ついて報告した。

研究発表 「長期使用を見据えた展示什器のデザイン」

長谷川 能三(学芸員）

第９回 全国理工系学芸員展示研究大会 (２０１８年１２月７日)

大阪市立科学館では、これまで３回の大きな展示改装を行ない、それ以外にもい

ろいろな展示を製作してきた。しかし、それでも２０年以上使用している展示も少なく

ない。つまり、展示を製作する場合には、長期使用することを前提にしておかなけれ

ばならない。これは単に頑丈であることやメンテナンスしやすいということだけではな

く、外観や内部の作り、部品に関わることなど、多岐に及ぶ。そこで、個々の展示に

関わらない共通の什器について、注意すべき点などについて発表した。

研究発表

大阪市立科学館は、「科学を楽しむ文化の振興」を使命として活動しています
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科学館アルバム

今回は３月のできごとをレポートします。この頃はリニューアルオープンを間近に控

え、職員一同バタバタと奮闘する日々を送っていました（大変でした…）。

３月１日（金）

展示場４階 新展示の映像確認

３月７日(木)、１４日（木）、２１日（木）、２８日（木）

ラジオＦＭ ＯＨ！に学芸員、毎週生出演！

いよいよ新展示が設置され始めた３月の初

日、この日は映像系の確認作業を行いまし

た。実際に展示になって見ると、迫力が違いま

す。明るさや映り方などを細かく確認しました。

３月の毎週木曜日、学芸員がラジオ「ＦＭ

ＯＨ！」に生出演しました！それぞれリニュー

アルの見どころや新しいプログラム、長良隕

石の特別展示などを紹介しました。

３月１５日（金）

新プラネタリウム投影機 納品

３月２３日（土）

サイエンスガイド研修

ついにこの日、新しいプラネタリウム投影機が

納品されました！その名も「インフィニウムΣ

-ＯＳＡＫＡ」。仕様通りとなっているか、各機

器の操作・動作確認を細かく行いました。

リニューアルオープン１週間前にサイエンス

ガイド研修を行いました。新しいプラネタリウム

と新展示について、それぞれ飯山学芸員と

小野学芸員が詳しく解説しました。

こんなことがありました
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科学館行事予定

● 星の光景：星の光景ベスト１０ ● 木星と土星：木星と土星の世界
● ヒストリア：宇宙ヒストリア ～１３８億年、原子の旅～
● 星の降る夜に：星の降る夜に ～流星群の正体に迫る～
● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
※６／１６（日）は、ジュニア科学クラブ会員対象のため、「ファミリータイム」はありません。
★６／２までの土日祝は、１７：００から「宇宙ヒストリア ～１３８億年、原子の旅～」を投影します。
★６／８からの土日祝は、１７：００から「学芸員スペシャル」を実施します。
★学習投影以外の各回についても団体が入る場合があります。
☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムホールから退出していただきます
（ファミリータイムを除く）。観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

プラネタリウムホール開演時刻

土日祝日 １０：１０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

５月
ファミリー※

星の光景 ヒストリア
ファミリー

星の光景 ヒストリア 星の光景

６月 木星と土星 星の降る夜に 木星と土星 星の降る夜に 木星と土星

平 日 ９：５０ １１：００ １１：５５ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

５月
学習投影 ファミリー 学習投影

ヒストリア 星の光景 ヒストリア 星の光景

６月 星の降る夜に 木星と土星 星の降る夜に 木星と土星

所要時間：各約４５分間、途中入退場不可、各回先着３００席

月 日 曜 行 事

５
開催中

プラネタリウム「星の光景ベスト１０」（～６／２）
プラネタリウム「宇宙ヒストリア ～１３８億年、原子の旅～」（～６／２）
プラネタリウム ファミリータイム
サイエンスショー「ロケット！ロケット！ロケット！」（～６／２）
長良隕石 特別展示（～５／１２）
新コレクション展２０１９（～６／２）

１２ 日
理科実験野外教室 科学館会場２０１９（詳細は４月号をご覧ください）
楽しいお天気講座「天気予報にチャレンジしよう」（申込終了）

６

４ 火 臨時休館

５ 水

プラネタリウム「木星と土星の世界」（～９／１）
プラネタリウム「星の降る夜に ～流星群の正体に迫る～」（～９／１）
プラネタリウム ファミリータイム
サイエンスショー「ハラハラ バランス大実験」（～９／１）

８ 土 プラネタリウム「学芸員スペシャル」（～２０２０／３／２９の土日祝）
９ 日 天文学者大集合！ 宇宙を学ぶ大学紹介イベント
１３ 木 中之島科学研究所コロキウム
２３ 日 高専ロボットがやってくる
３０ 日 元素検定２０１９

６月末までの

インフォメーション
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大阪市立科学館で最近収集した資料や、未公開の資料を展示します。あわせて、科学館の
学芸員が携わっている仕事をパネルで紹介します。
■日時：開催中～６月２日（日） ９：３０～１７：００ ■場所：地下１階アトリウム
■観覧料：無料

新コレクション展２０１９

関西を中心とした約２０の大学から、天文学者や宇宙科学者が大集合！
それぞれの大学ではどんな風に研究したり学んでいるのかを、科学者のトークとパネルで紹
介します。また、宇宙に関するミニ講演も行うほか、各大学の科学者が高校生などの天文・
宇宙分野の進学相談や学習のしかたなどの質問や相談にも個別におこたえします。
■日時：６月９日（日） １０：００～１６：００ ■場所：研修室
■対象：大学の活動に関心のある高校生・教員・保護者をはじめ、どなたでも
■参加費：無料 ■参加方法：当日、直接会場へお越しください。
■主催：宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会実行委員会、大阪市立科学館

天文学者大集合！ 宇宙を学ぶ大学紹介イベント

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：６月１３日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要
■参加費：無料 ■テーマ：「長良隕石と隕石にまつわるあれこれ」
■講演者：飯山青海 研究員
■概 要：長良隕石は、２０１７年に隕石であることが判明した鉄隕石です。この長良隕石の
特徴を隕石の分類とともにご紹介します。また、過去の隕石落下事例から、隕石が落下し
たときの地上への影響についてもご紹介いたします。

中之島科学研究所 第１０２回コロキウム

研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショーを行って

います。テーマと日時はホームページでご確認ください。

サイエンスショー開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００
平 日 予約団体専用 ○ －
土日祝日 － ○ ○ ○ ○

所要時間：約３０分間、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー、各回先着約１００名

インフォメーション
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「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト２０１８」（高専ロボコン）で特別賞を受賞
した神戸市立工業高等専門学校のロボット「ＶＩＣＴ（ＯＯ）Ｎ」がやってきます。
どのようにロボットが動くのがいいか神戸高専のメンバーがアイデアをこらした手作りロボットが、
実際に動きます。操作や動力には電気が使われ、アイデア・製作・エネルギー・操作…さま
ざまな要素が詰まったロボットの実演をぜひご覧ください。
■日時：６月２３日（日） １１時～、１３時～、１４時～ （各回約３０分間）

※ロボットの状況等により、演示時間が変更になったり休止する場合もありますので、
ご了承ください。

■場所：地下１階アトリウム ■主催：電気学会関西支部、大阪市立科学館
■参加費：無料 ■参加方法：当日、直接会場へお越しください。 ■対象：どなたでも

高専ロボットがやってくる

「元素検定」は、元素について楽しく学ぶクイズです。元素発見の歴史から、名前の由来、性
質やどう役に立っているかなど、知っているようで意外と知らない元素に関する検定問題に
挑戦できます。受検者には記念品をプレゼント。合格者には、認定証カードをお渡しします。
めざせ、元素ハカセ！
■日時：６月３０日（日） 第１回１０：３０～１２：００／第２回１４：００～１５：３０
■場所：研修室 ■参加費：５００円（資料代として）
■対象：元素や周期表に興味がある方ならどなたでも。受検レベルは、以下のとおりです。
受検レベルを１つ選んでください。
３級：中学生～一般教養レベル（どなたでも受検可）
２級：理系高校生レベル（どなたでも受検可）
１級：元素マニアレベル（元素検定２級合格者のみ受検可）
■定員：各回７０名（先着順）
■申込受付：６月１日（土）正午から開始

※１日に２回受検することはできません。参加する回を選んで申し込みください。
■申込方法：ウェブフォームからお申込みください。スマートフォンやタブレットで

右のＱＲコードを読み取ると、フォームに移動します、または，元素周期表同好
会のウェブサイト（ｈｔｔｐ：／／ｇｅｎｓｏｃｌｕｂ.ｊｉｍｄｏ.ｃｏｍ／）からお申込みください。

■主催：元素周期表同好会 大阪市立科学館
■協力：株式会社化学同人 株式会社高純度化学研究所（予定）

元素検定２０１９

インフォメーション
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大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：月曜日(休日の場合は翌平日)、臨時休館日(６/４)

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場の発券・入場は１６：３０まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

芝浦工業大学のオリジナルロボット６足歩行ロボット「ボクサー」、８足歩行ロボット「スパイ
ダー」を組立て、デザインコンテスト、競技会に参加してみませんか？夏休みの小・中学生の
みなさんにはぴったり！競技会で入賞して全国大会へ行こう！
■日時：７月２７日（土）～２８日（日）＜連続２日間＞ １０：００～１６：４５
■場所：研修室
■対象：ボクサーコース（６足歩行バトル） ： 小学４年生～中学３年生

スパイダーコース（８足ピンポン玉運搬競技） ： 小学５年生～中学３年生
■定員：ボクサーコース：３０名、スパイダーコース：２０名 （応募多数の場合は抽選）
■参加費：ボクサーコース：９,０００円、スパイダーコース：９,５００円
■申込締切：６月２４日（月）必着 （応募多数の場合は抽選）
■参加方法：以下①②いずれか
①Ｗｅｂサイトでのお申し込み：ｈｔｔｐ：／／ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ‐ｐｒｏｇｒａｍｓ.ｓｈｉｂａｕｒａ‐ｉｔ.ａｃ.ｊｐ／ｒｓ
②Ｅ‐ｍａｉｌでのお申し込み：参加希望者本人の氏名（フリガナ）・生年月日（西暦）・学校
名・学年・保護者氏名・住所・電話番号・Ｅ‐ｍａｉｌアドレス・ＦＡＸ番号・ロボットセミナーへ
の参加の経験（ある／なし）・希望コース（ボクサー／スパイダー）を記入して、「大阪ロボッ
トセミナー」を明記の上、ご送信ください。※両コースへの申し込みはできません。

■申込先Ｅ‐ｍａｉｌ：ｒｏｂｏｔ＠ｏｗ.ｓｈｉｂａｕｒａ‐ｉｔ.ａｃ.ｊｐ
■問い合わせ先：芝浦工業大学 地域連携・生涯学習センター

住所：〒１３５‐８５４８ 東京都江東区豊洲３‐７‐５
電話番号：０３‐５８５９‐７１２３

ロボット教室「少年・少女ロボットセミナー」

インフォメーション
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１１ 土 １４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１９：３０集合 プチ星楽（せいら） ４月号参照

１２ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室

５ １６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

１８ 土 １３：００～１７：００ 友の会総会 研修室

１９ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２６ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

１ 土 １９：３０集合 星楽（せいら） 次ページ記事参照

８ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

９ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室

６
１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

１５ 土
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

１６ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２３ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認ください。
５月の英語の本の読書会は、総会のためお休みです。

友の会ナイト報告

４月の例会は、友の会ナイトとして、４月２０日１７：１０から開催いたしました。まずは、リニ
ューアルした科学館の展示場を見学しました。一般のお客さんが帰られた後の展示場を貸
切で見学しました。その後、プラネタリウムホールへ移動し、新しくなったプラネタリウムを見学
しました。プラネタリウムの機械以外でも、ドーム内の設備の新しくなった場所の紹介があり、
その後、ドーム内を暗くして、新しい星空を見ました。明るくなった星の様子や、天の川の表
現、超新星投影機や月食投影機などのデモンストレーションがありました。
最後に、会務報告として、ハイキングサークルからの案内と、５月の総会の連絡があって、

終了しました。参加者は１４２名でした。

友の会
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大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会総会のご案内

５月１８日は、友の会総会を開催します。友の会総会は、会員ご本人さんだけでなく、ご家

族の皆さんもご一緒に参加いただけます。特別講演会、優秀会員の表彰、バザー、懇親会

等が開催されますので、ふるってご参加ください。

■日時：２０１９年５月１８日（土） １３：００～１７：００ ■会場：科学館研修室

■プログラム

◆特別講演会：

講師：細田 聡史 先生

（ＪＡＸＡ 宇宙探査イノベーションハブ 研究員）

今年の特別講演会では、はやぶさ２チームの細田

先生をお招きして、今、まさに探査活動の真っ最中

の、はやぶさ２の話題をお話しいただきます。細田先生

は、「ＩＥＳ兄」の名前ではやぶさ２のツイッターでも情報

発信をされていらっしゃいます。以前からはやぶさ２を

知っている方も、最近のニュースではやぶさ２を知った

方も、是非ご参加ください。

◆総会：２０１８年度決算報告、２０１９年度予算案等

◆役員紹介、サークル紹介

◆バザー：科学に関係のある「何か」が手に入るかもしれません。おこづかいを準備して参

加してくださいね！

◆優秀会員表彰：昨年１年間に友の会行事に１５回以上参加された会員さんを表彰します。

◆懇親会：総会終了後に予定しています。たくさんの会員さんと楽しく話ができるチャンス

です。参加費は５００円の予定です。皆様のご参加をお待ちいたします。（当日お申し込

みください）

サークル星楽（せいら）

サークル星楽は、電車で行ける奈良県宇陀市で、一晩天体観察を行います。

■日時：６月１日（土）～２日（日） ■集合：１日１９：３０ 近鉄三本松駅

■申込：サークル星楽のホームページ ｈｔｔｐｓ：／／ｃｉｒｃｌｅｓｅｉｒａ.ｗｅｂ.ｆｃ２.ｃｏｍ/（推奨）

または、世話人さんへ電子メール（ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ）にて。

■申し込み開始：５月１日（水） ■申込締切：５月２２日（水）

■備考：宿泊施設はありません。遅れての集合や途中での帰宅も可能です。詳しくは、サー

クル星楽ホームページをご覧ください。参加費は無料です。

友の会

２７



周期表

３月３０日に４階展示場が リニ

ューアルオープン！すでにご覧頂

いた方もいらっしゃると思います

が、４２点の新展示を導入しまし

た。今回ご紹介する展示は、全く

新しい展示ではありませんが、力を

入れてリニューアルさせていただい

た「周期表」の展示のご紹介です。

この世に存在するすべての物質

の基本である元素。周期表は、こ

れら元素の数が多くなり、整理整

頓が求められていた１８６９年にメ

ンデレーエフが発見・発明しました。当時は、ほぼ原子量順に元素を並べていました

が、その後の研究で陽子(電子)の数を１から順番に並べていくことが大事であること

が分かり、現在１１８までの元素が陽子の数の順番に並んでいます。当館の旧周期

表は、１９９４年に製作しました。その時は、１０９番のマイトネリウムの名称までしかあ

りませんでした。

当時、まだ合成・発見されていない元素もありましたし、ウンウントリウムなどの仮の

名前も入れていませんでした。その後、少しずつ超重元素の合成、確認ができるよう

になり、周期表は１１８番元素まで確認されましたが、原子の数がわずかであり、実物

の資料としては今回も展示することはできません。それでも１１０～１１８番までの元素

の特徴を記した簡単な解説をつけました。

本展示は、実物を入れておりますので、実際の元素がどのような姿形をしているの

かを見ていただき、上下左右の近隣の元素で、似ているところ、違うところを確認して

いただきたいです。他にも、金属、非金属、半金属などの違い、自然界に存在する元

素、合成元素の違いなどが色や形で分かるようにもしています。

くしくも、今年は周期表１５０年にあたる国際周期表年。その年にふさわしい周期表

のリニューアル展示です。新しい周期表の展示、じっくりとご覧ください。この周期表を

通じて、皆さんにまた新しい知識、思いを発見してもらえればうれしいです。

小野 昌弘 （科学館学芸員）

展示場４階 新「周期表」
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう


